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1980年度｛n＝17｝ 1992年度（n＝13） 1980年度（n＝ユ4） エ992年度（n＝18）
米類（9） 263．4止83．3（31．6） 23ユ、2±743（32ユ｝ 226．4±3呂．o（ ユ6．8） 16ユ．1±145．9｛28．5）＊＊＊
小麦類｛9｝ 76．8出32．8142．7｝ 67，0出孤1，7（62，3｝ 66．3±20、7｛31．2｝ 37．3±26．3｛70．5）＊串
穀類計（且1 3402串80、6｛23．7｝ 298．2出53．1｛ユ7、8） 292、7±2召，5｛ 8．3｝ ユ98．4±46．9（23，6｝串紳
いも類㈲ ユ05．7±42．6（4α3） 76，1±38．9（5ユ．1）＋ 66．4±ユ3，5（20．3｝ 76．3±45．9（602｝
砂糖類｛9） 12．4± 9，2｛74，2） 7．o± 6．O｛85．7） 1L6±5．Oく 43．ユ） 9．4± 7．4（78．7｝
菓子類㈹ 43．o±35．7（83，0） 59．3土33．8｛57．O） 38．6出35．O（90．7） 53．0±躍6．6（87．9｝
澗旨類（9） 25．8± 5．3（20．5） 18，6±10．3（55．4）＊ 23．3± 6．5（27．9） 17．8±10．3｛57．9）・
種実類（9｝ 1．0士 Lエ（llo，o〕 8ρ± ユ3．3（166．2） LO± 0．9｛90．O） 2．4± 32口33．3）
豆・類〔gl 84．9±33．2｛39．1｝ 4ユ．1虚 18，9〔46．0）卑紳 57．8±M5（25」） 54ρ±25．2（46．7）
緑黄色野菓〔9） 5d．5土129｛25．7） 68」±59」（86．8） 73．1±20．2（27．6） 97．1±548（564）
淡色野烈9） 266，9±52．3（23．71154．ユ±46．α29．9）特出’ 247．7±34。7（140）180．5±74．9（41．5｝料’
果実類㈲ 280．8±70．4（25ユ｝ 176．7±15工」｛85．5｝＊ 1gα7±46．5（24．4｝ 183．O±93．O（50．8）
藻類（9） 4、8± 43｛89，6） 3．3± 3．9〔1ユ8．21 3、8± 3．4｛89，5｝ 2．8± 3．5（125．O）
魚介類｛9｝ 103．2±37．9｛36．7） 105．9±39．工（36．9） 79．4±348｛護3，8｝ 83．7土37．1（44．3）
肉類（9｝ 77、8±29、1（37．4） 93．6出33．9｛36，2） 52，7士17．5（33．2） 88．2±38ユ（43．2）串＊
卵類｛9｝ 67．9±21．1（3L工｝ 74ユ±33．8（45．6） 722±27．1（375） 53．逗± 28．8（53．9｝＋
乳類（9｝ 350．2±101．9（25．4）q89．2±199．O（4αη＊ 262．5±56．6（21．6｝ 353．工±147．5（4L8）＊
調味料（9｝ 23、6士 9．5（40．3） 305圭1ユ．O（36．工）÷ 30．4± 8．8｛28．9｝ 3ユ．O± 15．8｛510）
11触子飲料（9） 4ユ，1± 39．4（952） 57、5±613（106．6） 21．5±23．2（107．9）36．1±64．2（王77．8）
調理加工食品（gl
?????







∴ネルギーlkc鋤 3776±323｛ユ1、6）　　　2，218±3882，6 1±　　261（9．7｝　　　2．533±　ユ39n5ノンパク質（9｝ ユ012±11i7（15．5）　　　　78．2±12、O05．3とヒ　ユエ．0（10．4｝　　　　7＆3士　　7．6 ns脂質｛9） 86」±10．2（工1β）　　　　69、0±10．289．0士　　19．7（24．1｝　　　78．8±　　4．3nsカルシウム伽g） 874土工16（ユ33｝　　　　900」：　　O955±　　237（24，8）　　　　900±　　　On8鉄（mg） 142±1．8口2の・　120±　O12．9±　　2，0（工5．5）　　　　12．O士　　　O nsビタミンAσU｝ 2，095±441｛21」）　　　工500±　　　02．941±2β64（804）　　　1500±　　　OnsビタミンD（IU） 王50：±　138｛92．O）　．　　㍉100±　　　0 145±　　　83（572）　　　　100±1　0nsビタミンB1（mg） ヤ　　128±0．16｛12．5）　　　　O．89士O，151．12士　　α工7｛152）　　　　1．01±0．05nsビタミンB・佃g） 143：七〇24（168）　　　　工22±α21　　　　　　　　　　　ゴP．60± 　0．33（2α6｝ 　　　1．39±O．08　　　I獅





タンパク質｛9） 85．7±ユ22α4，2｝　　　　79．2出　　8JS85．1±　　ユ1．5（13．5）　　　　734±　IO4ns脂質｛9｝ 72∫）±工3乏3（1a2）　　　　724±　7．734±　　17。5（238｝　　　7α2比　　6，ユ nsカルシウム（mgl， 7q3±　　681軌2｝　　　1．700±　　　O786±　　188（239）　　　　700±　　　0ns鉄｛mg） 11お±　　1｛）（＆5）　　　　12」）士　　　0 1工5±　　　23（2α0）　　　　12．0土　　　O nsビタミンAσU｝ 2，1ユ6士335〔15．8）　　　工よ500±　　　0ユρ71±1547（2気8）　　　1、500±　　　OnsビタミンDσU｝ 158±　　59〔37．3｝　　　　100±　　　0121±　　　83（68．6）　　　　100±　　　O nsビタミンB，（mg） 1ρ5±O．21（20．0｝　　　　α93±O」081、06±：　O．24（22．6）　　　　O．90±　O，08・ns












































































































食物繊維摂取比率 食物繊維（9／1，000kcal） 9．1±　2P｛22D｝ 7．6±　　1£｛23！7｝零＊
ロs在’ P階搾難：．響鐸・P〈。．。。1。98徽との比較｝、おいて傾向差また1瀧差あ1）、・、，検定）
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とによるものである。
4）　ミネラル摂取比率の変動
　ユ980年度から工2年間に、摂取エネルギー
1．000kca1当たりミネラルi摂取量は、ナトリウム、
マグネシウムおよび食塩に減少傾向が、カリウム、
カルシウムおよびリンに増加傾向がみられたが、
有意差の得られたのはカルシウムの増加のみであ
った。Na／K比は適正他（1．0・－2、0＞内で有嶽に低
下、Ca／Mg比はほぼ目標値（2．59±0．47）から目
標値を超える成績（320±0．69）へ有意に上昇、
P／Ca比は適正値（1．0・－2．0）の上i翼において有意
に低下した。
　懸念されるのはCa／Mg比の上昇傾向である。こ
の成績はカルシウム摂取量の有意な増加とマグネ
シウム摂取蛍の減少傾向とによってもたらされて
いる。カルシウム摂取爺に寄与する乳類摂取量は
有意に増加しているが、マグネシウム摂取量に寄
与する米類、豆類、種実類、藻類および野菜類の
摂取量には減少傾向あるいは摂取不足がみられ
る。マグネシウムは、生体内の物質代謝に重要な
役割を演じており、この欠乏が神経疾患、精神疾
患、不整脈、心疾患などをきたすことが知られ28）、
特に生活習慣病（成人病）の発症との関連性が強
調されるようになった。加えて現代社会において
は、ストレス増加によるMg吸収抑制、精製加工
食品の増加等が要因とな1）　．慢性的なMg不足が
起こりやすい状況にあるといわれ29，、糸川ら30）
はCa／Mg比適正保持の観点からカルシウムと共
にマグネシウム摂取量の増加にも同時に心がける
よう提唱している。本対象者の場合にも、カルシ
ウム摂取量に見合うようにマグネシウム摂取量へ
の配慮を要することが知られた。
6）食物繊維摂取量の変動
　食物繊維の摂取エネルギー－1．OOOkcal当たり摂取
董ヒは、1980年度から12年間1こ9ユ±2．Ogから7．6±
1．89へ有意に減少し、目標量（109〆1，000kcal）と
の乖離がより顕著になった。この成績は、豆類、
野菜類、果実類および藻類などの摂取量の減少あ
るいは不足傾向を反映している。
7）食物摂取パタンの変動
　対象者の食品群別摂取状況を、昭和60年国民栄
養調査結果を基準とする食物消費の二次元空間図
］SJにプロットしたのが図1である。対象者の食物
摂取パタンは近代型食事で副食品多食型の領域に
あって、1980年度から12年間に男女共に近代型食
事化の進展とぐ副食品多食型の退行、換言すると
副食品少食型への近接移行が窺われた。なお、男
子の変動状況は女子のそれに比してやや大きいこ
とが知られた。
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図ユ　中学生期の食物摂取バタンの二．次元空間図に
　　おけるプロットの12年問の変動
　　一昭和60年国民栄養調査成績を基準とする一
8）各種栄養比率の個人差の変動
　対象者の各種栄養比率の個人差を、1980・1992
年度の変動係数によ1）　，該係数が最小値（8、4、
1ユ、7％）である糖質エネルギー比を基準にして概
観すると、両年度共にIPA（72．3、61．8％）、　DHA
（67．0、52．4％）摂取比率の個人差が極めて大であ
った。ついで、ユ980年度ではアラキドン酸
（41．3％）、コ1ノステロール（39．7％）、ステアリン
酸（23．6％）の摂取比率d992年度ではオレイン
酸（32．9％）、コ1／ステロール（30．7％）、ステアリ
ン酸（30．1％〉の摂取比率等の個人差が大きい方で
あった。エネルギー比、動物性比率およびミネラ
ル摂取比率の個人差については、1980年度では変
動係数が工02　・一　19．5％、工992年度では同じく12．1～
229％の範囲にあり、概して小さい方であった。
　以上、わが国の高度経済成長のほぼ中期におい
て、少数例ながら新潟県内中学生の摂取栄養状況
は、平均値としては、男子のカルシウムと女子の
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鉄に若干の摂取不足傾向がみられる他は栄養所要
量を充足していた。その後12年を経て1992年には、
男子では全項目が充足され、女子では新たにエネ
ルギーと依然として鉄の不足傾向が観察された。
この現況を動脈硬化予防に対置してみると、各種
栄養比率の平均値では、おおむね適正値の上限ま
たは下限を超えていることが知られ、各摂取項目
の上昇・下降線がそのまま鈍化することなく延長
されることは好ましくないものと思われる。
　早速に配慮されるべきことは、穀類特に胚芽の
ついている米の摂取を促して、穀類エネルギー比
の適正化を図り、かつ伝統食に多用される食品の
積極的利用を現代食とのバランスの中で奨めるこ
とであり、そのような食嗜好の形成へ善導するこ
とであろう。このことにより、中学生期の日常食
のエネルギー比、脂質コンビネーション、ミネラ
ルバランス、食物繊維摂取比率の是正・改善に寄
与し得るものと推察される。
　　　　　　　　要　　　　約
　動脈硬化予防の視点から中学生期の食物・栄養
素等摂取状況の最近12年間の変動をみるために、
1980・1992年度における新潟県内の中学校2年生
各31名を対象とする実態調査を試み、以下の結果
を得た。
（1）食品群別摂取量の有意な増加は乳類（男女
　共）、調理加工食品（男子のみ）、肉類（女子の
　み〉に、有意な減少は淡色野莱（男女共）、油
　脂・豆・果実類（男子のみ）、米・小麦類と穀
　類計（女子のみ）に認められた。1992年度に至
　り、不足している食品群は穀類、豆類、油脂類、
　淡色野菜、藻類の5項目であり、充足または多
量摂取されている食品群は乳・肉漁介喋
　子・果実類の5項目であった。
②　栄養素等摂i取量の変動に有意差はなく、1992
　年度に至り、栄養所要量を充足していない項目
　は男子に皆無、女子にエネルギーおよび鉄がみ
　られた。
｛3）タンパク質エネルギー比は有意に、脂肪エネ
　ルギ・一比は傾向差にて増加、一方、糖質・穀類
　エネルギー比は有意に減少し、エネルギー比と
　してはバランスを欠く状況に至った。動物性タ
　ンパク質比・同脂質比は共に有意に増加して、
　推奨値を超えた。
（4｝脂肪酸の有意な増加はSFA、　MUFA、ステ
　アリン酸、オ1／イン酸に、有意な減少はPUFA、
　リノ・一ル酸にみられた。P／S比の有意な低下、
　工A・工Tの有意な上昇が懸念されるが、n－6／n－3
　比、E／PUFAはより適正域へ有意に推移した。
｛5）食物繊維摂取比率は有意に減少し、目標値と
　の乖離がより顕著になった。
（6）Na／K比、　P／Ca比は有意に低下して適正値に、
　Ca／Mg比は有意に上昇して適正値を超え、カ
　ルシウム量に見合うマグネシウム量の摂取増が
　望まれる。
　終わりに臨み、本調査にご協力いただきました
吉川町立源中学校、新潟市立大形中学校、同松浜
中学校、豊栄市立早通中学校の関係各位ならびに
調査対象世帯の皆様に深く感謝申し上げます。
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